
三重県伊賀市上野相生町2842

栄楽館施設改修工事(建築工事）
建設場所



№ NAME SCALE № NAME SCALE № NAME SCALE

特記仕様書 21 建具表（３） 1 ： 50

仕上げ表 22 建具表（４） 1 ： 50

00 配置図 1 ： 80 23 南棟伏図 1 ： 60

01 既存1階平面図 1 ： 80 24 南棟軸組図　補強部分 1 ： 60

02 既存2階平面図 1 ： 80 25 北棟伏図（１） 1 ： 60

03 改修1階平面図 1 ： 80 26 北棟伏図（２） 1 ： 60

04 改修2階平面図 1 ： 80 27 北棟軸組図　補強部分 1 ： 60

05 改修屋根伏図 1 ： 80

06 改修立面図（１） 1 ： 70

07 改修立面図（２） 1 ： 70

08 改修立面図（３） 1 ： 70

09 展開図（１） 1 ： 50

10 展開図（２） 1 ： 50

11 展開図（３） 1 ： 50

12 展開図（４） 1 ： 50

13 展開図（５） 1 ： 50

14 展開図（６） 1 ： 50

15 展開図（７） 1 ： 50

16 展開図（８） 1 ： 50

17 展開図（９） 1 ： 50

18 展開図（１０） 1 ： 50

19 建具表（１） 1 ： 50

20 建具表（２） 1 ： 50

-

-



７．付近見取図

） ）

） ） ）

） ） ）

１．工事名称

工 事 名 称 栄 楽 館 施 設 改 修 工 事 建築主 伊賀市　市長　岡本栄

建 設 地 （地名地番） 三重県伊賀市上野相生町2842 住　所
〒518-8501

(　●　)用途変更（大規模の模様替）　　(　　)仮設建築　(　　)解体　　(　　)移設　　(　　)移転 工　期 着 工 竣 工

主 要 用 途 宿泊施設（レストラン付）
三重県伊賀市四十九町3184番地

工 事 種 別 (　　)新築　(　　)増築　(　　)別棟増築　(　　)改築　(　　)改修（大規模の修繕）　(　　)室内装飾 電　話 0595-22-9676

建ぺい率 基準建ぺい率 80％

-  坪（                  171.48 坪（　＝       容積率 基準容積率
400％

２．敷地状況

敷 地 面 積 公簿 実績
566.86 ㎡                

防 火 地 域 (　　)防火　(  ●　)準防火　(　　)特定行政庁の指定地域　(　　)指定なし　(　　)２２条地域

敷地境界線より１２ｍを越える範囲 時間内

敷地境界線より１３ｍを越える範囲 時間内

用 途 地 域
(　　)住居専用（第　　種）　(　　)住居　　　(　　)近隣商業　(　● )商業　　　(　　)準工業

(　　)第２種中高層　　　　　(　　)工業　　　(　　)工業専用　( 　　)指定なし

日影制限

平均地盤面からの高さ ｍ

構 造 形 式
(　　)ラ－メン　　　(　　)壁　　　　　　(　　)立体トラス　　(　　)シェル

(　　)折版　　　　　( ● )在来工法
最高高さ　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ

基 礎
地盤支持　(　　)ベタ　　(　　)布　　　(　　)独立　　　　　(　　)その他

杭支持　　(　　)ＲＣ杭　(　　)ＰＣ杭　(　　)ア－スドリル　(　　)ベノト　(　　)深礎　(　　)その他
最高軒高　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ

そ の 他 の

地 域 地 区

( ●  )都市計画区域内　　　　(　　)都市計画区域外　　　　(  )市街化区域　　　　　　(　　)市街調整区域　　(　　)特別工業地区　　　(　　)特別用途地区

(　　)景観形成地区　　　　　(　　)再開発事業区域　　　　(　　)特定街区　　　　　　　(　　)改良地区　　　　(　　)伝統的建造物群保存地区

(　　)文教地区（第　　種）　(　　)風致地区（第　　種）　(　　)高度地区（第　　種）　(　　)駐車場整備地区　(　　)電波伝搬障害防止地区

(　　)多雪地区　　　　　　　(　　)災害危険地区　　　　　(　　)緑地地区　　　　　　　(　　)地区計画

(　　)土地区画整理事業地区　(　　)宅地造成工事規制区域　(　　)国立公園　　　　　　　(　　)国定公園　　　　(　　)河川敷　　　　　　( ●  )その他　区域区分非設定都市計画区

域

３．構造・規模

構 造
(　　)ＳＲＣ造　　　(　　)ＲＣ造　　　　(　　)ＰＣ造　　　　(　　)鉄骨造

(　　)軽量鉄骨造　　(　　)ＣＢ造　　　　( ● )木造　　　　　(　　)その他
階　　数　（Ⓑ　　　）　（Ⓕ　２　）　（Ⓟ　　　）

増 築 予 定

その他

４．面　積

全 体 面 積 主 屋 面 積 車 庫 面 積 建ぺい率 ・ 容積率 その他(ピロティー・バルコニー等)

建築面積 288.67 ㎡                288.67 ㎡                
50.92%

許容

81.15%

許容 ㎡

139.13 坪（　＝       139.13 坪（　＝       -  坪（                  

87.32 坪（　＝         87.32 坪（　＝         -  坪（                  

延床面積 459.98 ㎡                459.98 ㎡                対象面積

㎡　 ㎡　 ㎡　

５．床面積 ６．別途工事 

階 別 主 屋 面 積 車 庫 面 積 階 高 主 要 用 途

２階 173.67            

１階 286.31            

計 459.98            

備 考
含む 別途 含む 別途 含む 別途

８．その他の工事範囲

種 別
工事有

備 考 種 別
工事有

敷地造成
敷 地 造 成 　　　　　　

付属備品

備 考 種 別
工事有

○
整 地 　　　　　　 サ イ ン ○ ○

社 名 板 ・ 表 札 　　　　　　
電　気

幹 線 設 備

※別途打合せ 電 柱 取 替 え 　　　　　　
　　　　　　

排 水 　　　　　　 郵 便 受 　　　 ○ 動 力 ○ 　　　

擁 壁 　　　　　　 掲 示 板 　　　　　　 畜 電 池

○
橋 梁 　　　　　　 照 明 器 具 ○

道 路 　　　　　　 定 基 礎 　　　　　　 電 灯 コ ン セ ン ト

護 岸 　　　　　　 家 具

防 衛 設 備 　　　　　　 可 動 家 具 　　　 ○ 電 話 配 管

○ 表示あるもの 電 話 機 器 ○
○

椅 子 　　　 ○ イ ン タ ー ホ ン ○
什 器 備 品

埋 設 物 移 設 　　　　　　 ブ ラ イ ン ド 　　　

　　　 ○ 電 気 時 計 　　　　　　

イ ン タ ー ネ ッ ト ○
撤去工事

在 来 基 礎 撤 去 ○ カ ー テ ン 　　　 ○
○

テ レ ビ 共 同 聴 視　　　　　　

○ 火 災 報 知 器 ○工 作 物 撤 去 ○ 敷 物 ・ マ ッ ト 　　　
○ 避 雷 針 　　　　　　樹 木 伐 採 ○ 装 飾 物 　　　

　　　　　　

移設工事
在 来 建 物 移 設 　　　　　　

煙 感 知 連 動

工 作 物 移 設 　　　　　　 オ ー ル 電 化

防 災 無 線 　　　　　　
　　　　　　

樹 木 移 植 　　　　　　
給 湯 ○  (      )中央　( ● )局所

給排水

衛　生

ガ　ス

給 水 ○  ( ● )市水　(　　)井水

　　　

衛 生 器 具 ○
日 照 影 響 ○ 防 災 ( 消 火 栓 等 )　　　解体工事 解 体 工 事 ○

補　償

外　構
植 樹 造 園 　　　　　　 騒 音 ○

電 波 障 害 ○ ガ ス ○
給 水 本 管 引 込 ○

ア プ ロ ー チ 舗 装　　　　　　 風 害

路 面 駐 車 場 　　　　　　 近 隣 工 作 物 ○ 排 水 通 気

○ 排 水 処 理 装 置 ○
○

○
盛 土 　　　　　　 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

門 ・ 塀 ○ 隣 家 補 償 ○ 特 定 施 設 水 道 連 結 型

外 灯 ○

冷暖房

換　気
冷 房 ○

暖 房 ○

換 気 ○
　　　　　　

工作物
銘 板 　　　　　　

その他

防 災 （ 排 煙 ）

案 内 板 　　　　　　
広 告 鉄 塔 　　　　　　
ネ オ ン 　　　　　　 エ ス カ レ ー タ

昇降機
エ レ ベ ー タ ー 　　　　　　

　　　　　　
遊 戯 施 設 　　　　　　 ダ ム ウ エ ー タ 　　　　　　
ゴ ン ド ラ 　　　　　　

物 干 　　　　　　

独 立 煙 突 　　　　　　

塵 芥 焼 却 炉 　　　　　　
その他

住 宅 設 備 　　　　　　

厨 房 機 器 　　　　　　

避 難 器 具 　　　　　　
物 置 　　　　　　

ポ ン プ 室 　　　　　　

その他の工事範囲で「無」の場合は「工事有」欄を　　で消す（例）　　　　　　



⦿建物竣工引渡し後　１年以内に於いて工事不良の為、生じたと認められる損害は、請負者

の負担にて、敏速丁寧に復旧する

工事保証その他⑨.

⦿施工中は地元車両の通行を優先とし、前面道路への駐停車は最小限に留めるよう配慮する

⑦. 既設部分との取合 ⦿既設部分と今回工事の取合い部分、その他ではつりおよび工事の都合等により破損、損傷

させた箇所は、今回工事仕上げ及び、旧工事仕上同材にて完全に補修しなければならない

⑧. 別契約の関連工事 ⦿別契約の関連工事についての工事工程ならびに、納まり等に関して、別契約の工事業者と

密接に連絡し、調整に当たらなければならない

1 〃 指定ボックス入

〇竣工写真は、建築写真家によるものとし、アルバム貼付けにて提出の事

⑥. 定 例 打 合 会 議 ⦿工事の円滑な進行を計る為、監督員の指示により、工事期間中定期的に各工事責任者を召

集し、打合せを行うものとする（隔週１回程度）

⦿請負者は、定例打合会議々事録をとり、その都度監督員の承諾を得るものとする

１９ ．鍵リスト

※部数は参考とし、協議により造減ずるものとする

(図面の範囲は指示による)

(外観室内共)

１８ ．工事保証書 1 竣工時

１７ ．工事竣工写真

原図修正の上提出

2 〃

１６ ．工事竣工図 2 竣工時より２０日 二折り製本（表紙文字入り）

１３ ．材料試験報告書 1 試験後１０日以内

１４ ．工事完成報告書 1 竣工時

１２ ．官公署届出書類控 1 〃

１１ ．打合せ議事録 2 その都度

１５ ．工事目的物引渡書 1 〃

　９ ．施工図・製作図 2 実施１５日前 各工事毎

１０ ．工事工程報告書 2 １ヶ月 工事進捗表、写真、日報

　７ ．使用材料等承諾願 2 〃

　８ ．仮設計画書 2 〃

2 〃　６ ．協力業者等承諾願

　　　　主任技術者届

　４ ．損害保険契約書写 1 〃

　５ ．現場代理人及び 2 〃 経歴書

　２ ．工事工程表 2 契約後速やかに

　３ ．請負代金内訳書 2 〃

控えとなるもの　１ ．工事請負契約書 2 契約時

提 出 図 書 部 数 提 出 時 期 備 考

③. 優 先 順 位

（ 社） 日本建築家協会監修「建築工事共通仕様書」　最新版

⑤. 提 出 図 書 ⦿本工事の施工に伴う提出図書は、下記に定める他、伊賀市営繕工事かかる提出書類の一覧

に準じて、作成するものとする

④. 材 料 試 験 ⦿本工事に使用する材料のうち、設計図書に定められたもの、又は監督員の指示のあるもの

は、その試験成績表を提出し、又は監督員の認める試験所で試験を行い、確認を受けなければ

ならない。なお試験に要する諸経費は、全て請負業者の負担とする

４．共通仕様書

５．Ｊ Ｉ Ｓ その他公共規格

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」（建築工事編）　最新版

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書」（建築工事編）　最新版

国道交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築木造工事標準仕様書」　最新版

②. 疑 義 ⦿本工事の設計図書に関する疑義は、工事契約前に、質疑応答書をもって確かめておくもの

とする

⦿本工事施工中に生じた疑義は請負者に於いて質問を行い、工事前の質疑応答書に準ずる記

録書として作成しておくものとする

⦿設計図書に記載なくとも、外観上、構造上、設備上当然必要と認められるものは、監督員

の指示に従い、請負金額の範囲内に於いて施工するものとする

⦿本工事の設計図書等の優先順位は、下記による

１．現場説明事項（ 質疑応答書を含む）

２．本特記仕様書

３．各設計図面

００　　特記仕様書の取扱いについて

①. 適 用 範 囲 ⦿本特記仕様書は、各共通仕様書及び補足事項に記載なき事項を特記するものであり各工事

において、他の工事との関連ある事項は、各々該当の記載事項を参照する

０１　　一般共通事項

項目は、項目番号に ○印をつけたものを適用する１．

２．

３．

４．

細目は、※ 印を標準とし、その他指定する場合は・印をつけたものを適用する

その他特記事項は、（ 　　） 内に記載する

製造会社、施工会社指定については、後欄のメーカーリストに依るものとし、同等品以上と読み替える事も可能であ

る。但し、その使用、採用に当っては、監督員の承諾を受けるものとする

⦿本工事施工に際しては、本工事場所が、工事による騒音、振動等について地域規制されて

いないかを確め、規制されている場合は、規制に従い、施工計画を立て、関係官庁の指導を受

ける

⑫. 関係法令等の遵守 ⦿工事の施工にあたり、関係法令等に基づき、工事の円滑な進行を図ること

⑩. 周辺への配慮

⑬. 関係法令等の遵守 ⦿工事目的物等の施工済みの部分等について、汚損しないよう適切な養生を行うこと

⦿工事に関する説明を求められた場合には、監督員に報告すること。また必要に応じ同行す

るものとする

⑪. 埋蔵文化財その他

の物件

⦿工事の施工にあたり、周辺より苦情を受けた場合には、その内容を記録するとともに丁寧

に対応すること

⦿工事の施工にあたり、埋蔵文化財その他の物件を発見した場合は直ちに監督員に報告す

る。またその後の措置については、監督員の指示に従うこと

　※ＫＢＭ＝　　　　　　　　　　　　　　　・図示による

・地盤改良は責任施工とし、1 0 年保証とする。（保証費用は3 万円程度要する）

　専門施工業者：

※施工に際しては、隣接建物及び道路擁壁の状況把握をし必要に応じて施工中の

　観測をする。

・不要　　・必要　　　　ヶ所

・長期支持力　　　　　　Ｎ ／ ㎡

・長さ等： 詳細については構造設計図特記による

・試験杭： 詳細については構造設計図特記による

３. 地 盤 改 良 地 業 ・種類　：　・表層改良　・柱状改良

２. 既 設 杭 地 業 ・杭の種類： (　　)ＰＨＣ杭　(　　)(　　　　　)種　(　　)その他（ 　　　　　）

・工　法：

１. 地 耐 力 試 験

・杭長：基礎下（　　　　） - 支持位置（　　　　）＝　　　　ｍとする。

工 事 用 水 電 力 ⦿利用できる (　●　)有償　(　　)無償

・利用できない

・意　匠：

２. 監 督 員 詰 所 ・構　造： (　　)プレハブ造　　(　　)木造 　　 (　　)その他（ 　　　　　）

・規　模： (　　)１０㎡内外　(　　)２０㎡内外　(　　)３５㎡内外

(　　)その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

・備　品： 机、椅子、書類及び図面棚、図板、定規、白板、温湿度計、

テストハンマー、ノギス、安全帽、来客用安全帽、ロッカー

(　●　)無　　　　　(　　　)有

( ●  )仕上なし　(　　)ペイント仕上

(　　)その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

⦿範　囲： 道路面及び安全上必要と思われる範囲とする

０２　　仮　設　工　事

①. 仮 囲 い ⦿構　造： (　　)鋼板製　　(　　)木製 　　 ( ● )その他（ コーン等　）

⦿高　さ： (　　)１．５M　(　　)１．８M　( 　 )３M以上

(　　)その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

⦿仕　上：

(　　)その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑤. 障 害 物 の 処 理 ⦿工事上撤去、移設を要する軽微なものは、本工事の範囲とする

⑥. 設 計 Ｇ ． Ｌ ⦿標準Ｇ ． Ｌ の決定及び、Ｂ ． Ｍ ． の設置は、監督員の立合いのもとに行う

④.

④. 残 土 処 分

０３　　土　工　事

⑦. 保 護 設 備 ⦿本工事の施工に当り、付近住民、隣接建物、工作物、通行人に対して損害を与えないよう

に、必要な保護設備を計画し、監督員及び各関係の承諾を得て実施する。万一損害を与えた時

は、速やかに応急手当、復旧工事をし、これに要した費用は、請負者の負担とする

⦿工事完了後、建物引渡し前に全体の掃除を行い、公道の工事による損傷部は完全に復旧す

る

⦿工事着手前に根切り方法、山留工法、排水方法、使用機器等を記した、施工計画図を提出

し、監督員の承諾を得るものとする

①. 根 切 り

⦿根切完了後、深さ、大きさ、床さらいの状態について、監督員の承諾を得るものとする

・特殊工法

⦿場外搬出

・場内推積　　　　・場内敷均し

・その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

③. 埋 戻 し ・ 盛 土 ⦿埋戻し： (　●　)根切土使用　 (　　)その他（ 　　　　　）

⦿盛　土：

・設　備： (　　)電灯　(　　)給排水給湯設備　(　　)電話　(　　)冷蔵庫

(　　)消火器　(　　)インターホン　(　　)クーラー

(　　)その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

・監督員詰所は工事打合せに便利なように請負事務所に隣接して建てる。詰所に係る諸経

費は、一切請負者の負担とする

③. 看 板 ⦿本工事現場に掲示する看板は、大きさ、書体、仕上げ、取付位置等あらかじめ監督員と協

議する　　　　　　　事務所用６００×９００　　工事用　６００×９００

０４　　地　業　工　事

②. 敷 地 整 理 ・樹木　　・移植　　・伐切　　・その他（ 　　　　　）

⦿採取した試験体は工事現場等、請負業者の直接管理下にある場所に保管する

⦿コンクリートの圧縮強度試験は、公認の試験所に於いて行うことを原則とする

⑦. 試 験

⑧. 運 搬 及 び 打 込 ⦿コンクリート打込に先立って、設計、施工条件を十分考慮し、適切なる施工計画書を作成

し、監督員の承諾を受けるものとする

⦿２１Ｎ／ｍ㎡　（躯体一般

⦿混和剤等： ・ＡＥ剤　・減水剤　⦿ＡＥ減水剤　・防縮剤

・その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）

５. 軽量コンクリート

（ 非 構 造 用 ）

⦿水セメント比： ・６０°／ｗｔ以下　　⦿６５°／ｗｔ以下

・その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）

・粗骨材： ・人工軽量骨材　　・その他（

・細骨材： ・人工軽量骨材　　・その他（

・設計基準強度： ・１８Ｎ／ｍ㎡　　・２１Ｎ／ｍ㎡

３. 寒中コンクリート

・その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）

・気乾比重： ・１８Ｎ／ｍ㎡　　・その他（

・適用範囲： 　　年　　月　　日　　～　　　　年　　月　　日

Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍ㎡・防水押え床かさ上げ

　　　　コンクリート：

・基準強度：

・気乾比重：

・粗骨材：

・細骨材：

⑥. 型 枠 ⦿材　料： ⦿合板（厚１２ｍｍ）　・縁甲板（ 厚　　　ｍ ｍ ）

・金属製型枠パネル　　・その他（

⦿工　法： ⦿ボルト式  ・番線式 　・その他（

・剥離剤： ・使用不可　　・使用可（

⦿存置期間：  建設省告示第１ １ ０ 号による

・２０ｍｍ　　⦿その他（　１５ｍｍ

０５　　コ ン ク リ ー ト 工 事

①. 鉄筋コンクリート

２. 軽量コンクリート

（ 構 造 用 ）

⦿コンクリートの種 ⦿普通コンクリート

⦿粗骨材： ⦿川砂利　⦿砕石

・その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）

⦿細骨材： ⦿川砂　⦿海砂　・その他（

⦿コンクリートの供 ⦿レディミクストコンクリート

⦿Ｊ Ｉ Ｓ 表示許可工場とする

・その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）

⦿設計基準強度： ⦿１８Ｎ／ｍ㎡　（均しコン

・不　要 ⦿必　要　　厚０ ． １ ５ ｍ ｍ

８. 特 殊 工 法 ・

⑦. ポ リ エ チ レ ン

フ ィ ル ム 敷 き

④. 割 栗 及 び

砂 利 地 業

⦿地業の種類： ・割栗　・砂　・砂利　⦿砕石（・新材　※再生材）

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⦿厚　さ：

４. 無筋コンクリート

基礎・地中梁下　１２０mm　スラブ下　１２０ｍｍ　土間下１００ｍｍ

９. 断 熱 材 ・モクセン板< 5 0 > 　　・スタイロフォーム< 3 0 >

5. ラ ッ プ ル

コンクリート地業

・コンクリートの調合： セメント１ ・砂３ ・砂利６ （ 容積比）

・コンクリートと玉石の比率： ・１ ： １ 　　・その他（

⑥. 均 し

コンクリート地業

⦿厚　さ： ５０ｍｍ

⦿調　合： セメント１ ・砂３ ・砂利６ （ 容積比）

　※ 二重敷き（ タテヨコ向きを変える事）

⦿打放しコンクリート

 　仕上りのかぶり厚

⦿コンクリート面に合わせ仕上げる

・目違い不陸等極めて少ない良好な面とする

・目違い不陸等の少ない良好な面とする

・打放しのままとし目違いばらいを行う

⦿打放し仕上げの場合、防水剤入りモルタルを詰める

・面落ちに仕上げる

⦿コンクリート面の

　　　　　仕上り程度：

⦿木コン等による

　　　　　　穴の仕上：

・土間コンクリート： Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍ㎡　スランプ１５ｃｍ以下とする

・行う　　・行わない

・必要　　・不必要

・試験の種別： ・超音波深傷試験　・Ｘ線検査

・その他（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

・表面処理　（　・ウェザーコート１　・ウェザーコート２　）

・溶接材料：

・ボルト工法　　・溶接工法（ アーク熔接）

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

塗装回数は、工場１回、現場１回、但し組立後塗装不可能な部分

は、工場２回塗りとする

・鋼　材： ・ＳＰＡ　Ｈ／Ｃ　・ＳＭ４９０Ａ／Ｂ／Ｃ

・ＳＭ４９０ＢＣ　・その他（　　　　　　　　　　　 　　　）

・高力ボルト： ・Ｆ８Ｔ　　　　・Ｆ１０Ｔ　　　・Ｆ１２Ｔ

・使用材料： ・裸使用

・仕上塗装： ・合成樹脂調合ペイント　・グラファイトペイント

・その他（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

・ＳＳ４００　　・ＳＭ４００Ａ　　・ＳＭ４００Ｂ

・ＳＭ４９０Ａ　・その他（　　　　　　　　　　　 　　　）

　ＳＳＣ４００（規格品）

・ＳＴＫ４００　・ＳＴＫ４９０　・その他（

・Ｆ８Ｔ　　　　・Ｆ１０Ｔ　　　・Ｆ１２Ｔ・高力ボルト：

・鋼　管：

・軽量形鋼：

・形鋼･鋼板：

　　　　　　　　　・第二種ケレン（ 機械的作業）

　　　　　　　　　・第三種ケレン（ 手工具作業）

錆止塗装は、仕上塗装種別に応じた同系錆止塗料とする

・普通ボルト： 　ＳＳ４００とし等級は中ボルト程度とする

・リベット： 　ＳＶ４００Ａ（規格品）

・溶接材料：

・防錆塗装： 素地調整の程度　　・第一種ケレン（ブラスト法）

７. 試 作 品

８. 鋼 構 造 物

製 作 工 場 認 定

・Ｈ（ハイ・グレ－ド）　・Ｍ（ミドル・グレ－ド）

・Ｒ（レギュラー・グレ－ド）

⦿接合方法の条件は、建設省告示１ ４ ６ ４ 号を満足すること。

６. 溶接工の技量確認

５. 溶 接 部 の 試 験

３. 耐 候 性 高 張 力 鋼

４. 工 法

２. 普 通 鋼

０７　　鉄　骨　工　事

１. 一 般 工 事 ・使用範囲及び区分は、構造設計図による

・鉄骨の継手、仕口及び補強部分その他については、共通仕様書の他に構造設計図記載の、

基準詳細図等を優先する

・工作図又は現寸図（ 型板及び定規を含む） を作成し、監督員の検査を受ける

③. 継 手 ⦿種　類： ・ガス圧接継手（・１６φ以上　⦿１９φ以上）

④. 鉄 筋 ス ペ ー サ ー ⦿種　類： ⦿金属製　　⦿モルタル製　　⦿塩ビ製

・その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）

⦿重ね継手　　・アーク溶接継手

・その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）

②. 材 料 ・普通鉄筋： 　ＳＲ２３５（規格品）

⦿異形鉄筋： ・ＳＤ２３５（規格品）　⦿ＳＤ２９５Ａ（規格品）

⦿ＳＤ３４５（規格品）　・ＳＤ３９５（規格品）

・その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）

①. 一 般 工 事 ⦿鉄筋の使用範囲は、構造設計図による

⦿鉄筋の加工組立に際しては、予め鉄筋加工図を作成し、監督員の承諾を受ける

⦿鉄筋の継手及び補強配筋等については、共通仕様書の他に構造設計図記載の基準詳細図を

優先とする

０６　　鉄　筋　工　事



・ポリサルファイド系　　⦿ポリウレタン系

・油性系　　　　　　　　・シリコン系

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート

　　　　　打継目地：

⦿充填は　７　ｍｍ　×　１０　ｍｍを最小とするバックアップ材を使用するものとし、発泡

樹脂成型材とする

・発泡樹脂板 　＋ アスファルトコンパウンド（ 巾　　　　ｍｍ）

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・工　法：

・油性系　　　　　　　　⦿シリコン系

・アスファルトコンパウンドは、防水押え仕上り面より５ｍｍ下り

充填しエラスタイト以外の目地棒は必ず撤去する

・不要 　・必要　（　・クロロプレン　・合成樹脂　）

・目地材料： ・エラスタイト ＋ アスファルトコンパウンド（ 巾　　　　ｍｍ）

・地下階コンクリート

　　打継ぎ箇所止水板：

・種　別： ・歩行用屋上防水　・露出屋上防水　・室内防水

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⦿本工事は、全て責任施工とする

・種　別： ・合成ゴム系シート防水　厚　　　　ｍｍ

・型　枠： ・木製　・金属製　・その他（　　　　　　　　　　　 　　　）

・シーリング材： ・ポリサルファイド系　・その他（　　　　　　　　　 　　　）

・取付金物の防錆処理： ・ジンクロメートめっき処理　・亜鉛めっき処理

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・間仕切壁・外壁

・床版

・コンクリートの種別： ・軽量コンクリート（ 構造用） 　・普通コンクリート

・混和剤の有無： ・必要 　・不必要

・コンクリートの強度： 　　　　　　　　　　Ｎ／ｍ㎡

・本工事は、事前に指定製作所に於て設計図及び仕様書に基づき予め製作、組立工法の詳細

について施工図及び施工計画書を提出し、監督員の承諾を受けた後工事に着手する

　　　　　　・ポリウレタン系　　　　　　　　　　　　）

・塑性　（　・アクリル系　・ブチル系　　　　　　　　）

・油性　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

・取付金物： 　ＳＳ４００を原則とし、亜鉛めっき処理を原則とする

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・形状･寸法：

・目地コーキング材： ・弾性　（　・ポリサルファイド系　・シリコン系

ｍｍ

・屋根板 ｍｍｍｍ

ｍｍ

⑨. コ ー キ ン グ 材

８. 責 任 保 証 ・工事請負者及び施工会社は、記名捺印の上、下記保証期間の保証書を３部監督員に提出す

るものとし、事故を生じた場合は、無償にて補修復旧なすものとする

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⦿外部建具廻り： ・ポリサルファイド系　　・ポリウレタン系

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④. Ｆ Ｒ Ｐ 防 水

・シート防水： 年間

・ＦＲＰ防水： 年間

・モルタル防水： 年間

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・種　別： ⦿ＦＲＰ防水　在来浴室まわり（床、壁）

・種　別： ・セメント系　・樹脂系　・その他（

２. 練 瓦 （ レ ン ガ ）

０８　　組　積　工　事

①. コ ン ク リ ー ト

ブ ロ ッ ク

・種　別： ・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種（防水）

・厚　さ： ・１００ｍｍ　⦿１２０ｍｍ　・１５０ｍｍ　・１９０ｍｍ

・補強鉄筋： 　縦筋　Ｄ１０　＠４００ｍｍ

　横筋　Ｄ１０　＠４００ｍｍ

　開口補強筋　Ｄ１３

・種　別： ・普通　　・耐火　　・焼過ぎ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・使用場所： ・化粧　・塗下　・防水押え　・煙道

４. プ レ キ ャ ス ト

コ ン ク リ ー ト

３. Ａ Ｌ Ｃ 版

・合成樹脂系シート防水　厚　　　　ｍｍ

０９　　防　水　工　事

２. アスファルト防水

①. 一 般 工 事

３. シ ー ト 防 水

７. 目 地 押 え

伸 縮 目 地

６. 止 水 板

５. モ ル タ ル 防 水

・県産木材融資を受ける

⦿和室造作材： ・樹種　　杉、桧　　　・等級　　上小節

⦿一般造作材： ・樹種　　杉、桧　　　・等級　　小節

⦿枠　材： ・樹種　　杉、桧　　　・等級　　小節

・集成材の表面： ・樹種　　　　　　　　・等級

⦿３００角タイル、磁器質　リクシル、サンワカンパニー

・２００角タイル、陶器質　サンワカンパニー

・２００×１００角タイル、陶器質、施釉、ミスティキラミックブライト釉、壁

・１５０×１０角タイル、磁器質、施釉、耐凍害、装飾ボーダーラミーユシリーズE タイプ、

・８００×６００、ステアタイト素地質、うす釉・施釉、キラミックステップデッキタイプ、

小便器前

・国産　・外国産　・板厚　　　ｍｍ　・仕上

・国産　⦿外国産　⦿板厚　　　ｍｍ　・仕上

・国産　・外国産　・板厚　　　ｍｍ　・仕上

・種石　厚　　　ｍｍ　・仕上

・厚さ　１５ｍｍ

・テラゾー

　 　　ブロック：

・その他：

・御影石：

・大理石：

・ネオバリエ：

⦿石材は、傷・腐れ又は亀裂を生ずる恐れのある筋や欠点の少ないものとし、色・仕上面の

材質は、サンプルより指定する

⦿つなぎ金物の太柄、かすがい、千切類はステンレス製　又は、真ちゅう製とする

⦿仕上の種類は、次の記号を用いる。 Ａ ＝ 本磨き　　Ｂ ＝ 水磨き

Ｃ ＝ 粗磨き　　Ｄ ＝ 水叩き

Ｅ ＝ ひき肌　　Ｆ ＝ ビシャン叩き

Ｇ ＝ 割　肌　　Ｊ ＝ ジェットバーナー

②. 機 種 及 び 等 級

③. 防腐・防虫の処理

１３　　屋　根　工　事

①. 金 属 板 葺 ⦿材　料： ⦿ガルバリウム鋼板　　・片面カラー鉄板　　・ビニール被覆鉄板

⦿板　厚：

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・木毛セメント板　厚　　　　ｍ／ｍ

⦿杉　荒　板　　　厚　　　　ｍ／ｍ

⦿０．３５　　・０．４　　・０．５　　・

⦿形　状：

⦿野地板：

⦿平　葺（⦿一文字葺　　・ビタテハゼ葺　・瓦棒葺　）

・長尺　　・規格

⦿工　法：

⦿改良アスシート（　田島：ブラッサム同等品　）

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⦿下　葺：

①. 一 般 工 事

②. 工 法

③. タ イ ル 種 別

※見え隠れ部分の抱水面上に接する部分、及び地盤より１ｍ以内の部分に行うものとする

・波板葺（・大波　　　　⦿小波　）

※土間・床下地は、薬液による防虫処理剤を使用する。

※水廻り及びかまち、敷居類は、桧又は、同等以上の堅木を使用するものとする。

⦿ラワン材使用の場合は、加熱による防虫処理材とする。但し監督員の承諾を受けて、薬液

による防虫処理を使用してもよい。

⦿見え隠れ材： ・樹種　　杉、桧　　　・等級　　１等

　形状・寸法、　きじの種別、　うわ薬、　参考品番、　施工箇所

１２　　木　工　事

１１　　タ　イ　ル　工　事

①. 一 般 工 事 ※指定製造会社の製品により、見本品を提出し監督員の承諾を受ける

※タイル割付図を作成し、指定の箇所は役物を用いるものとし監督員の承諾を受ける

※伸縮目地： 垂直方向には、柱間毎に（ 柱型がない場合） あるいは

※タイル張工法：

柱型の両側（ 柱型がある場合） に設ける

水平方向には、各階毎に設ける

※圧着工法　　　・団子張工法　　・接着張工法

・打ち込み工法　・その他（　　　　　　　　　　 　　　）

⦿モザイクタイル、磁器質、無釉　リクシル

・１００角、ステアタイト素地質、施釉、リベイナミスティキラミック、壁

１０　　石　工　事

①. 一 般 工 事

②. 材 料

８. 格 子 蓋 ・材　質： ・鋳鉄製　　　　　　ｍｍ　　・ステンレス製　　　　　ｍｍ

※ 寸　法： ⦿４５０ｍｍ角　・６００ｍｍ角　　・その他（

⑦. 天 井 点 検 口

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・アルミ製　　　　　　ｍｍ　　　・真鋳製　　　　　　ｍｍ

※ 材　質： ⦿アルミ枠製　　・ステンレス枠製　・その他（

６. マ ン ホ ー ル ・種　類： ・並型　　・防水型　　・耐重型　　・防臭型

・材　質： ・丸型　　・角型　　・二重型化粧マンホール

５. ル ー フ ド レ イ ン

４. 金 属 製

階段ノンスリップ

⑥. 樋

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⦿軒　樋： ・カラーガルバリウム鋼板＜ 0 . 4 ＞ 加工

⦿その他（ W = 1 0 5 　ガルバリウム、アイアン樋　既製品　※現場確認）

・防　露：

⦿カラーステンレス＜ 0 . 4 ＞ 加工

そ の 他 の 屋 根 葺

３. 折 版 構 造

・被　覆： ・耐　火（

・断　熱（

・工　法： 　指定製造所の仕様による。

・材　料： ・ガルバリウム鋼板　　・片面カラー鉄板　　・ビニール被覆鉄板

・板　厚： 　　　　　　　　　ｍｍ

・材料・工法：

・材料・工法：

・型　式： ・その他（

・錠　　（　・有　　・無　　）

・その他（

※ 型　式： ※ タイヤ入　・タイヤ無

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・材　質： ・鋳鉄製コールタール焼付仕上げとする。

※ 建物内部に取り付く部分は図示なき限りガラス繊維保温筒厚２ ５ ｍ ｍ の

上アスファルトフェルト巻ビニールテープ押えとする。

※ 工事にあたっては、製作図を提出の上監督員の承諾を受けるものとする。

・外部金物： ・ジンクロメートめっき処理　　　※ 亜鉛めっき処理

・その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・取付工法： ・先付け工法　　・後付け工法

・材質・巾： ・ステンレス製　　３５ｍｍ

⦿その他　（ φ 6 0 　ガルバリウム（既製品）、アイアン樋　※現場確認）

⦿谷　樋：

３. 軽 量 鉄 骨 天 井

及 び 壁 下 地 材

※ 軽量鉄骨天井下地及び、壁下地は指定製造所製品とし、防錆処理はジンクロメートめっき

処理、又は亜鉛めっき処理を施したものとする。

１４　　金　属　工　事

①. 一 般 事 項

②. 粘 土 瓦 葺

４. ア ス フ ァ ル ト

シ ン グ ル 葺

５.

⦿竪　樋： ・白ガス管（ φ　　　　　ｍｍ）　　・塩ビパイプ（ φ　　　　　ｍｍ）

⦿製造法による種類： ⦿いぶし瓦　　・塩焼き瓦　　・釉薬瓦　・素焼き瓦

⦿その他　（　古瓦　使用　　三州　丸栄陶業　）

⦿形　状による種類： ⦿和型（桟瓦）　・洋型（　スペイン瓦、S瓦、フランス瓦　）

・その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２. 防 錆 処 理

・内部金物： ※ Ｊ Ｉ Ｓ （ 鉛丹ジンクロメート錆止塗料） に規定する

塗料１ 回塗りとする。

・取付用下地金物： ※ 指定なき限り亜鉛メッキ処理とする。

※ 材質※ 形状等は、設計図によるものとする。

※ モルタルは亀裂防止剤、接着剤、防水剤その他の混和剤を必要に応じて監督員と協議の上

使用するものとする。

※防水剤防水剤は指定製造会社の製品とし、モルタルの項に準じて仕上げる。

⦿現場土　利用

１５　　左　官　工　事

①. モ ル タ ル 塗

外壁：　・２５ｍｍ　　　　・　　　　　ｍｍ

床　：　・３０ｍｍ　　　　・　　　　　ｍｍ

※ 塗　厚： ⦿ラスＭｏ

③. 伊 賀 土

④. 漆 喰 塗

・その他（

・その他（

・白セメントにドロマイトプラスター（上塗用）を１０％混和水練りしたものをこして使用

するのとし、２回吹付とする。

・色モルタル+ 骨材　スポンジふき取り＜ 3 0 ＞

版築壁　伊賀土数種類

調合容積比 　セメント：１

７. 白 セ メ ン ト

⑤. 中 塗

塗り厚： ・３０ｍｍ

５. 複 層 仕 上 塗 材 付 ※種　類： ・セメント系　　・ポリマーセメント系　　・けい酸質系

・合成樹脂エマルション系　　・反応硬化形樹脂エマルション系

・合成樹脂溶液系　　・セラミックシリコン高耐久　　・低汚染型

※仕　上： 本施工前に見本吹きを行い、承諾を得る。

⑨. カラクリート仕上

げ

ＡＢＣ商会

11. テ ラ ゾ ー 現 場 塗 ・仕　上： ・水磨き　　・粗磨き　　・小叩き　　・かき落し

8. 三 和 土

10. 人 造 石 塗 り ・仕　上： ・水磨き　　・粗磨き　　・小叩き　　・かき落し

12. 塗 床 材 ・種　類： ・反応硬化型　・溶剤型　・エマルション型　・ラテックス型　・その他

２. 防 水 モ ル タ ル 塗

内壁：　・２０ｍｍ　　　　・　　　　　ｍｍ

９. 製 作 金 物

⦿仕　上： 見本提出のこと

⦿仕　上： 陶器に利用する伊賀の土を利用　見本提出のこと

　　砂　　：２

　防水剤（ 製造会社の指定量）



１６　　建　具　工　事

・エッチング仕上　　　　・ミラー仕上

※仕　上： ・ヘアライン仕上　　　　・パフ仕上

※鋼板厚さ： ・窓・出入口・三方枠・方立・無目等は厚さ２．３ｍｍ

沓摺はステンレス製厚さ２ ｍ ｍ

※防錆処理： ・ジンクロメート錆止塗料一回塗　　・その他（

２. 鋼 製 建 具 ※種　類： ・普通鋼板　　　・ボンデ亜鉛鋼板　　　・ボンデ鋼板

※防音処理： ・防音扉の性能は３０ｄＢ以上とする。

・外部廻り、機械室、その他騒音を生じる個所の鋼製

・アルマイト仕上　　・自然発色皮膜　　・電解着色皮膜

・油圧式　　・空気圧式　　・電動式

・その他（

・その他（

・マットスイッチ　　・タッチスイッチ　　・光電スイッチ

・ネット型　　・波型　　　・その他（　パネル

・巻上げ式　　・横引式　　・水平式

・その他（　スタンダード

※レール、マグサ： ・ステンレス製　　　・鋼板製

※パネルの種類：

１. ア ル ミ 建 具 ※種　類： ・レディーメイド製品　　・イージーオーダー製品

※型　式： ・レギュラー　　・セミエアタイト　　・エアタイト

・耐候性鋼板　　・その他（

・オーダーメイド製品　　・その他（

・その他（

・その他（

※仕　上：

５. 自 動 扉 装 置 ※開閉方式：

※制御方式：

※曲げ加工： ・普通曲げ　　・角出し曲げ　　・その他（

４. シ ャ ッ タ ー

３. ステンレス製建具 ※種　類： ・レディーメイド製品　　・オーダーメイド製品

・その他（

・防煙・防火シャッター　（・甲種　　・乙種　）

・差込型　　　・パイプ型

・超音波スイッチ　　・レーダースイッチ　・その他（

※型　式：

※機　構：

⑥. 木 製 建 具 ⦿古道具 リメイク

⦿材　料 杉

⦿建具は、古色（ 柿渋・墨・弁柄調合） 色付け

※その他、建具表による

８. 建 具 周 囲 の

シ ー リ ン グ 材 ※種　類： ・ポリサルファイド系　　・シリコン系　　・油性

⑦. 建 具 金 物 ※見本提出のこと

⦿敷居は、ガルバリウム鋼板＜ 0 . 3 5 ＞ 加工水切

※建具の四周は入念にコーキングすること。

ドア枠はスポンジネオプレーン気密材を用いて気密にする。

・軽量手動シャッター

※種　類： ・重量電動シャッター　　・軽量電動オーバースライダー

　　　　　厚さ： ・厚１．６ｍｍ　　・厚１．２ｍｍ　　・厚０．８ｍｍ

・ステンレス製　　　・アルミ製　　　・鋼板製

・厚０．５ｍｍ

１７　　塗　装　工　事

①. 一 般 事 項

②. 古 色 塗

⦿建具下端： モヘヤ　　戸当たり： ピンチブロック（ クッション） 取り付け

⑩. ガ ラ ス ※種　類： 建具表による。

⑨. 網 戸

※塗装業者は、日本塗装工業会会員とする。

3. 柿 渋 塗

⦿網の種類： ⦿サラン　　・ステンレス　　・グラスファイバー

６. ウレタンワニス塗

７. クリヤラッカー塗

４. 合 成 樹 脂

調 合 ペ イ ン ト 塗

⑤. X L 塗

・柿渋

⦿キシラデコール　※ 塗回数は2 回又は3 回とし見本品作成の上決定する

⦿その他（　色は黒

※入れ替え古ガラスは、保管すること

※素地調整及び塗装工程は、共通仕様書による。

※塗装見本は、メーカー作成とする。（ 提出部数　２ 部）　又、各見本下地は、その実物に

塗装したものとする。

⦿柿渋、弁柄、墨で調合（ 油） のこと

※壁装材料及びその接着剤はＶ Ｏ Ｃ （ 有害揮発性有機物質） 、ホルムアルデヒドの少ない

ものを使用する。

※パナソニック

①. 一 般 事 項

９. 塩 化 ビ ニ ル

樹 脂 エ ナ メ ル 塗

※使用材料は空気汚染の影響の少ない材料を選択すること。その採用にあたっては現場監督

員に資料提出の上、事前承諾を得ること

※木質建材（ 合板・木質フローリング・パーテクルボード・Ｍ Ｄ Ｆ など） 、壁紙、ホルム

アルデヒドを含む断熱材、接着剤、塗料、仕上塗材などＪ Ｉ Ｓ ・Ｊ Ａ Ｓ 又は国土交通大臣

認定による等級付けが必要な材料はＦ ☆ ☆ ☆ ☆ を使用する。但し使用面積が少量であらか

じめ監督員の承諾を得た場合はＦ ☆ ☆ 以上とすることができる。尚、承諾には建築基準法に

よる使用面積制限以下である資料を提出のこと。

⦿オスモ　　※ 塗回数はメーカー仕様による

※ 本工事に使用する材料は、Ｊ Ｉ Ｓ 規格品とする。但し特殊材料は、これに準拠し前もっ

て見本品を提出したり、見本張りを行い、監督員の承諾を受けることとする。

※ 本工事に使用する合板は図示なき限り、塗装下地の場合はしな合板、その他はラワン　等

級は４ 級とする。又水場廻りに使用する合板は、タイプⅠ 耐水合板とする。

１８　　内　装　工　事

⑧. ワ ッ ク ス 塗

10. 焼 付 エ ナ メ ル 塗

※目透し貼りの受材面は、特記なき限り、巾広の綿テープ張りを施す。

３. フ ロ ア ー パ ネ ル

②. 無 垢 床 材

・広葉樹 （　　　　　）・＜ 3 0 ＞

⦿杉 ⦿＜ 1 5 ＞　　・＜ 3 0 ＞

・桧 ・＜ 1 5 ＞　　・＜ 3 0 ＞

④. 木 質 壁 装 材 ・桧 ・＜ 1 5 ＞　　⦿＜ １２ ＞

・杉 ⦿＜ 1 5 ＞　　・＜ １２ ＞

７. 吸 音 板

⑥. 天 井 材 ⦿桧 ・＜ 1 5 ＞　　⦿＜ １２ ＞

⦿杉 ・＜ 1 5 ＞　　⦿＜ １２ ＞

⑤. 畳 ⦿種　類： ・本畳　　・化学畳　　⦿スタイロ畳　※畳表イグサ

⑧. 壁 装 材 ※材　質： ○珪藻土シート　　　　　　○しっくいシート

※等　級： ○量産品　　　　　　　　　●ＡＡ

※ 仕上表による

⑨. 石 膏 そ の 他 の

ボ ー ド 張 り

⑩. 断 熱 材

○紙製品　　　　　　　　　○布製品

○オレフィン系（脱塩ビ）　○塩ビ製品

⦿グラスウール： ⦿＜５０～１００ ＞ 　・＜ １55 ＞

　壁：１６Ｋ　　　天井：１６Ｋ

・岩綿吸音板： ・下地 ・木製軸組　　　・石膏石膏ボード＜ ９ ． ５ ＞ 捨張り

・軽鉄下地　　　・その他（

・穴あき石膏ボード： ・厚　　　　　ｍｍ

・厚　６．０　ｍｍ　　・厚　５．０　ｍｍ・穴あきフレキシブ

　　　　　ルボード：

⦿フォーム

　　　ポリスチレン：

⦿石膏ボード： ⦿＜ 9 . 5 ＞ 　⦿＜ 1 2 . 5 ＞

・化粧石膏ボード： ・＜ 9 . 5 ＞

・スレートボード： ・＜  6 ＞

⦿ケイ酸カルシウム ⦿＜ ６ ＞ 　　・＜ 　　　＞

・その他（

・＜ ２５ ＞ 　⦿＜ ３０ ＞

　　　　　　　　　　床下・土間下

２. 郵 便 受

３. 黒 板 掲 示 板

４. 避 難 器 具 ・型　式：

・　枠　： ・スチール　　・アルミ　　・木製

・形　状：

※メーカー仕様による

7.

・パネルパーティション　　・その他（

・材　質： ・木製　　　　・ビニルクロス仕上　　　・焼付塗装

・ドレープ　　・レース　　・

8. カ ー テ ン レ ー ル

・型　式： ・シングル　　　・ダブル　　・その他（

カ ー テ ン

※型　式： ・たて型　　・よこ型（スラット巾：　　　　ｍ ｍ ｊ

10. 厨 房 機 器 ・種　類：

１９　　雑　工　事

①. 室 名 札 階 段 表 示

・材　質：

・型　式： ・個別型　　・集合型

・材　質： ・スチール　　・アルミ　　・ホーロー鋼板　　・その他（

・材　質： ・ステンレス　　・鋼板　　・その他（

・その他（

５. 沓 拭 マ ッ ト

６. 可 動 間 仕 切

・化粧単板　　・その他（

・

・種　類： ・アコーディオンドア　　　・ルーバードア

※材　質： ・ステンレス（枠：ステンレス）

・硬質アルミ（枠：アルミ）

・ステンレス　　・アルミ　　・プラスチック　　・その他（

※文字型式： ・書き文字　　⦿彫文字　　・張文字　　・抜き文字

※材　質： ⦿木製　・プラスチック　　・ステンレス　　・アルミ

・材　質：

・平面　　・曲面　　・上げ下げ式製　　・映写スクリーン内蔵型

・寸　法： ・W　　　　　ｍｍ　　×　H　　　　　ｍｍ

・文字材質： ・地と同質　・シルクスクリーンエナメル　・その他（

　　本工事に含めるか要打合せ

12. 物 干 金 物

11. シ ャ ワ ー ブ ー ス

②. 舗 装 ※種　別：

・既製品　　・特注　　・その他（

・内部用

9. ロールスクリーン ※材　質： ・ステンレス　　・アルミ　　・プラスチック

・材　質： ・ステンレス　　・アルミ　　・スチール

⦿コンクリート舗装　　　（・有筋　　・無筋　　⦿溶接金鋼入　）

　ＲＣ洗い出し

・たたき舗装

２０　　外　構　工　事

１. 一 般 事 項

３. フ ェ ン ス ※種　別： ・ネットフェンス　　・メッシュフェンス　　・その他（

※高　さ： Ｈ＝　　　　　　ｍｍ

※仕　上：

※工事範囲等は設計図による他、監督員の指示によるものとする。

５. 境 界 石 ・型　式： ・歩車道境界用既製ブロック　　・その他（

④. 塀 ※種　別： ⦿板塀　　・コンクリートブロック塀　M o 塗

※高　さ： Ｈ＝２．０　ｍｍ

※仕　上： 　（

客土　・不要　　・要　　　ｍ ｍ

７. 植 塀

・補償期間： 　新植、移植及び芝張りの補償期間

　引き渡し日より　　　　　　年間

・芝張り： 種別　・野芝　　・高らい芝　　・その他（

６. 敷 地 内 排 水 溝 ・種別：溝

・植　栽：風除け支柱の種類　・三脚　・四脚　・鳥居型

・既製Ｕ字側溝　　　　　　・既製Ｌ字側溝

・現場打コンクリート溝　　・その他（

　　　　蓋 ・コンクリートブロック製　・鋳鉄製　・その他（

・脱色アスファルト舗装　（・混合式　・浸透式　）

●　　補　足　事　項

●　　メ ー カ ー リ ス ト

浴　　槽

衛生陶器

洗面化粧台

製造会社、施工会社指定については、メ－ カ－ リストに依るものとし、同等品以上と読み事

も可能である。但し、その使用・採用に当たっては、監督員の承認を受けるものとする。



ホール、厨房（事務所棟、西棟）仕上表
外部仕上表

屋根 事務所南側下屋瓦屋根葺き替え 基礎

※浄化槽設置時に下屋部分のみ屋根撤去→設置後復旧 断熱材

樋 既存利用

軒裏 既存のまま

外壁 一部外部漆喰補修

厨房①西側外壁板金：ガルバリウム鋼板小波板貼り

サッシ アルミサッシ（既存）、木製建具（既存調整、新規建具）

水切

庇

内部仕上表

階 室名 床 巾木 壁 天井 電気設備工事 給排水衛生設備工事

ホール カラクリート（黒） 既存壁 既存野地 受付カウンター 照明、コンセント、ACコンセント ガスメーター

※既存洗い出しの上に施工 新規PB＋クロス貼り 既存下地利用+PBの上、和紙貼り ガスメーター隠し

新規PB+漆喰塗り、伊賀土塗り

事務所 既存床 H=40杉 既存壁 既存天井の上、PB+クロス貼り 分電盤、LAN元

新規PB+漆喰塗り 照明、コンセント、ACコンセント

新規PB+クロス貼り

バックヤード カラクリート（黒） 既存壁 既存天井下地の上、PB+クロス 照明、コンセント

※既存洗い出しの上に施工

トイレ 新規土間コンクリート 既存壁 既存天井下地の上、PB+クロス貼り 照明、E付コンセント、換気扇 洋便器、手洗い器、単水栓、鏡

新規PB+クロス貼り

厨房① 新規土間コンクリート H20 杉 PBの上、クロス貼り 既存下地利用+PBの上、クロス貼り 照明、コンセント、ACコンセント、E付コンセント 厨房用水栓

PBの上、ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ貼り 換気扇 厨房機器接続　※機器はホテル運営側が用意

厨房② 新規土間コンクリート H20 杉 PBの上、クロス貼り 既存下地利用+PBの上、クロス貼り 照明、コンセント、ACコンセント、E付コンセント 厨房用水栓

PBの上、ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ貼り 換気扇 厨房機器接続　※機器はホテル運営側が用意

玄関 新規土間コンクリート 既存壁 PBの上、クロス貼り 玄関敷居撤去→モルタルで敷居 照明

新規PB+漆喰塗り ※新規天井下地

雑工事

西
棟
１
階



客室①、客室②（南棟）仕上表
外部仕上表

屋根 差し掛けポリカ屋根→ガルバリウム鋼板屋根に葺き替え 基礎

断熱材 客室と客室の新規間仕切り壁天井：グラスウール16K 100㎜

樋 既存利用

軒裏 既存のまま

外壁 一部外部漆喰補修

客室②水廻り棟：東側外壁板金ガルバリウム鋼板小波板貼り

サッシ アルミサッシ（既存）、木製建具（既存調整、新規建具）

水切 木製建具敷居：ガルバリウム鋼板

庇

内部仕上表

階 室名 床 巾木 壁 天井 電気設備工事 給排水衛生設備工事

玄関 洗い出し仕上げ 既存壁 既存天井 下足収納 照明、コンセント

※既存洗い出しの上に施工 一部漆喰補修（新規開口部）

一部杉本実板貼り12㎜

スタッフ廊下 既存階段 H=40杉 既存壁 既存天井 照明、コンセント

階段 杉フローリング15㎜　塗装 新規PB+漆喰塗り

※既存床下地利用

スタッフ廊下 杉フローリング15㎜　塗装 H=40杉 既存壁 既存天井 照明、コンセント

※新規床下地 一部漆喰補修（新規開口部）

廊下 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　荒壁パネル+漆喰塗り 照明、コンセント

客室①，②入口 ※既存床下地利用 新規PB+漆喰塗り

客室① 畳表替え 既存壁 既存天井 家具工事（ミニバー） 照明、コンセント、ACコンセント、LAN

（和室６畳） 杉フローリング15㎜（押入）塗装 新規PBの上、伊賀土塗り、聚楽塗り 新規PBの上、クロス貼り ハンガーパイプ

※押入内新規床下地 新規PBの上、クロス貼り（押入） 新規PBの上、伊賀土塗り（ミニバー）

客室① 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 照明、コンセン

（縁） ※既存床下地利用 新規PBの上、聚楽塗り、漆喰塗り

客室① 杉フローリング15㎜　塗装 H=40杉 新規PBの上、漆喰塗り 杉本実板12㎜ 洗面カウンター　桧板30㎜ 照明、E付コンセント 混合水栓、洗面器、鏡

（洗面脱衣） ※新規下地 ※新規天井下地

客室① 杉フローリング15㎜　塗装　 H=40杉 新規PB+漆喰塗り PBの上、クロス貼り 照明、E付コンセント、換気扇 洋便器、紙巻き器

（トイレ） ※新規下地 ※新規天井下地

客室① サーモタイル300角 新規PB+漆喰塗り 桧本実板12㎜ 棚板　桧30㎜ 照明、E付コンセント 手洗い器、、混合水栓、鏡

（脱衣） ※新規天井下地 洗面カウンター　桧板30㎜

客室① サーモタイル300角 H900までサーモタイル 桧本実板12㎜ 照明、換気扇 シャワー混合栓、浴槽用混合栓、排水目皿、鏡

（浴室） 桧本実板12㎜ ※新規天井下地 桧風呂

客室① 踏板　桧無垢板30㎜　塗装 既存壁 PBの上、和紙貼り 手すり 照明、コンセント

（階段室） 蹴込　桧無垢板15㎜ 新規PB+聚楽塗り ※新規天井下地

客室② 畳表替え 既存壁 既存天井 家具工事（ミニバー） 照明、コンセント、ACコンセント

（和室６畳） 新規PB+伊賀土塗り ハンガーパイプ

新規PB+聚楽塗り

客室② 踏板　桧無垢板30㎜　塗装 既存壁 PBの上、和紙貼り 手すり 照明、コンセント

（階段室） 蹴込　桧無垢板15㎜ 新規PB+聚楽塗り ※新規天井下地

客室② 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 照明、コンセン

（縁） ※既存床下地利用 新規PBの上、聚楽塗り

客室② 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、ACコンセント

（茶室６畳） 新規PB+聚楽塗り

客室① 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、ACコンセント

（和室６畳） 新規PB+聚楽塗り

客室① 既存床 既存壁 既存天井 コンセント、LAN

（出窓） 新規PB+漆喰塗り

客室② 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、ACコンセント

（和室６畳） 新規PB+聚楽塗り

客室② 既存床 既存壁 既存天井 コンセント、LAN

（出窓） 新規PB+漆喰塗り

客室② 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 照明、コンセント

（廊下） ※既存床下地利用 新規PB+聚楽塗り

客室② サーモタイル300角 100角タイル 既存天井 洗面カウンター　桧板30㎜ 照明、コンセント、E付コンセント 洗面器、混合水栓、鏡

（洗面脱衣） 新規下地 洋便器、紙巻き器

客室② ハーフユニットバス 1段300角サーモタイル 既存天井 照明、換気扇 ハーフユニットバス、シャワー混合水栓、鏡

（浴室） 桧本実板12㎜

廊下 既存床 既存壁 既存天井 照明、コンセント

（スタッフ） 新規PB+聚楽塗り

南
棟
２
階

雑工事

南
棟
１
階



客室③（蔵）仕上表
外部仕上表

屋根 基礎

断熱材

樋

軒裏

外壁 新規窓廻り漆喰補修

サッシ 木製建具（既存調整、新規建具）

水切

庇

内部仕上表

階 室名 床 巾木 壁 天井 電気設備工事 給排水衛生設備工事

客室③ 土間：300角タイル 既存壁 既存天井 上框 照明、コンセント

（リビング土間） 新規床下地 新規PB+漆喰塗り

客室③ 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 ハンバーパイプ（押入） 照明、コンセント、ACコンセント、LAN

（リビング） 新規床下地 腰板壁　杉本実板15㎜

新規PB+漆喰塗り

新規PB+クロス貼り（押入）

客室③ サーモタイル300角 既存壁 既存天井 洗面カウンター　桧板30㎜ 照明、コンセント、E付コンセント、換気扇 洗面器、混合水栓、耐食鏡、洋便器、紙巻き器

（洗面脱衣） 新規下地 新規PB+漆喰塗り

客室③ サーモタイル300角 H900までサーモタイル 桧本実板12㎜ 照明、換気扇 シャワー混合栓、浴槽用混合栓、排水目皿、鏡

（浴室） 新規下地 桧本実板12㎜ ※新規天井下地 桧風呂

客室③ 踏板　桧無垢板30㎜　塗装 既存壁 既存利用 手すり 照明

（階段） 蹴込　桧無垢板15㎜ 新規PB+漆喰塗り

客室③ 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 手すり壁 照明、コンセント、ACコンセント

（寝室） 新規下地 新規PB+漆喰塗り 新規窓

　

雑工事

蔵
1
階

蔵
2
階



レストラン（東棟、渡り廊下）仕上表
外部仕上表

屋根 基礎

断熱材

樋 既存利用

軒裏 既存のまま

外壁 一部外部漆喰補修

サッシ アルミサッシ（既存）、木製建具（既存調整、新規建具）

水切

庇

内部仕上表

階 室名 床 巾木 壁 天井 電気設備工事 給排水衛生設備工事

レストラン 畳表替え 既存壁 既存天井 構造補強工事　杉板両面張り 照明、コンセント、ACコンセント、換気扇

（13畳） ※既存床下地利用 構造補強部分新規PB+聚楽塗り

レストラン 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、換気扇

（10畳） ※既存床下地利用 構造補強部分新規PB+聚楽塗り

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　杉板両面張り 照明、コンセント

（回廊北側） ※既存床の上に施工 構造補強部分　杉板貼り

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　格子壁 照明、コンセント

（回廊西側） ※既存床の上に施工

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　杉板両面張り（押入） 照明、コンセント

（回廊南側） ※既存床の上に施工 新規PBの上、伊賀土塗り キャッシャーカウンター

レストラン 300角タイル貼り 既存壁 既存天井 下足収納 照明、コンセン

（入口） ※既存床の上に施工

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 新規PBの上、漆喰塗り 一部PBの上、和紙貼り 照明、コンセント

（階段） ※既存床の上に施工、一部新規下地 杉本実板12㎜ 既存天井

レストラン サーモタイル300角 H=40杉 PBの上、クロス貼り PBの上、クロス貼り 照明、E付コンセント、換気扇 洋便器、紙巻き器、手洗い器、単水栓、鏡

（トイレ） ※新規下地 新規下地 新規下地

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 既存手すり一部加工 照明、E付コンセント、換気扇 給水、排水配管　

（渡り廊下） 新規PBの上、漆喰塗り 厨房機器接続　※機器はホテル運営側が用意

構造用合板24㎜下地 一部PBの上、ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ

レストラン 畳表替え 既存壁 既存天井 照明、コンセント、ACコンセント、換気扇

（パーティールーム） 構造補強部分新規PB+聚楽塗り

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　格子壁 照明、コンセント

（回廊北側） ※既存床の上に施工

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 構造補強工事　格子壁 照明、コンセント

（回廊西側） ※既存床の上に施工

レストラン 杉フローリング15㎜　塗装 既存壁 既存天井 照明、コンセント

（回廊南側） ※既存床の上に施工 構造補強部分　杉板貼り

雑工事

東
棟
１
階

東
棟
２
階
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